
一
、
は
じ
め
に

沖
縄
の
法
制
は
復
帰
後
、
「
本
土
法
」
と
の
一
体
化
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
民
法
の
精
神
が
実
際
生
活
に
お
い
て
は
、
い
ま

だ
反
映
さ
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る
。
沖
縄
に
お
け
る
相
続
法
上
の
最
も
代
表
的
な
問
題
で
あ
る
祭
祀
承
継
（
ト
ー
ト
ー
メ
ー
承
継
）
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
と
は
、
祭
祀
財
産
い
わ
ゆ
る
位
牌
・
墳
墓
・
系
譜
・
祭
具
等
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
沖
縄
に
お
け
る
独
特
な

祭
祀
承
継
（
ト
ー
ト
ー
メ
ー
承
継
）
の
形
態
と
し
て
門
中
制
度
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
行
民
法
第
八
九
七
条
（
祭
具
等
の

一
一
、
沖
縄
に
お
け
る
祭
祀
（
門
中
）
承
継
者
決
定
方
法

三
、
祭
祀
（
門
中
）
承
継
方
法
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
問
題
点

四
『
、
門
中
の
法
的
性
質
に
つ
い
て

五
、
ま
と
め

一
、
は
じ
め
に

沖
縄
に
お
け
・
る
祭
杷
承
継
の
問
題
点
に
つ
い
て

目
次

島

仲

憲
生
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承
継
）
に
規
定
す
る
祭
祀
財
産
（
系
譜
・
祭
具
・
墳
墓
）
の
み
を
承
継
す
る
の
で
は
な
く
、
門
中
に
属
す
る
財
産
（
土
地
。
土
地
か
ら
生
ず

る
収
入
・
銀
行
預
金
等
）
を
も
含
め
て
承
継
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
現
行
民
法
の
精
神
に
反
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
門
中
構
成
員

は
、
門
中
財
産
が
門
中
主
宰
者
に
帰
属
す
る
こ
と
に
対
し
、
さ
ほ
ど
異
議
を
述
べ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
門
中
制
度
が

旧
規
定
の
家
族
制
度
的
意
識
を
残
存
さ
せ
て
い
る
制
度
だ
と
い
え
よ
う
。

旧
規
定
九
八
六
条
は
、
家
督
相
続
と
祭
祀
承
継
が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
明
規
し
て
い
た
が
、
現
行
民
法
第
八
九
七
条
は
、
昭
和
一
三
年
法

七
四
号
「
新
憲
法
の
施
行
に
伴
う
民
法
の
応
急
的
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
中
で
家
制
度
を
廃
止
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
で
は
家
制
度
的
要

素
を
一
掃
す
る
た
め
祭
祀
承
継
を
相
続
か
ら
切
り
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
祭
祀
承
継
者
は
、
常
に
長
子
相
続
人
が
承
継
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
国
民
感
情
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
相
反
す
る
考
え
を
調
整
す
る
た
め
、
系
譜
・
祭
具
・
墳
墓
の
所
有
権
は
、
そ
の
地
域
の
習
俗
、

宗
教
に
よ
っ
て
祖
先
の
祭
祀
を
主
宰
す
べ
き
者
が
承
継
す
る
と
規
定
し
た
。
つ
ま
り
、
現
規
定
は
、
家
督
相
続
制
廃
止
に
よ
っ
て
現
実
の
慣

習
や
国
民
感
情
に
お
け
る
矛
盾
の
調
整
と
し
て
の
代
償
的
、
過
渡
的
立
法
と
い
わ
れ
て
い
瓦
。
現
行
民
法
第
八
九
七
条
の
規
定
は
、
祭
祀
財

産
が
経
済
的
価
値
を
有
す
る
に
至
り
、
ま
た
祭
祀
継
承
の
法
的
保
護
の
必
要
性
が
減
少
し
て
い
る
現
在
、
民
法
第
七
六
九
条
。
八
一
七
条
の

規
定
と
関
連
し
、
家
制
度
的
思
想
を
温
存
し
新
民
法
の
精
神
に
反
す
る
と
の
非
難
も
あ
り
、
今
一
度
検
討
さ
る
べ
き
時
期
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
現
行
相
続
法
が
祭
祀
財
産
を
相
続
か
ら
除
外
し
た
と
は
言
え
、
そ
の
内
容
は
財
産
で
あ
り
、
承
継
者
が
祭
祀
財
産
を
承
継
以
後

は
、
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
、
承
継
さ
れ
た
祭
祀
財
産
を
自
由
に
使
用
・
収
益
・
処
分
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、
本

来
祭
祀
財
産
は
そ
の
性
質
上
数
人
で
管
理
、
収
益
す
る
に
は
適
さ
な
い
の
で
、
こ
れ
を
一
括
し
て
一
人
で
承
継
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
故
に

主
宰
者
は
祭
祀
財
産
を
承
継
取
得
し
う
る
が
、
こ
れ
は
相
続
に
よ
る
承
継
取
得
で
は
な
く
、
法
律
に
よ
る
特
別
な
承
継
取
得
の
形
を
採
用
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
祭
祀
財
産
の
所
有
権
は
、
相
続
放
棄
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
し
、
ま
た
、
相
続
財
産
で
は
な
い
か
ら
、
相
続
分
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二
、
沖
繩
に
お
け
る
祭
祀
（
門
中
）
承
継
者
決
定
方
法
と
そ
の
問
題
点

沖
縄
に
お
い
て
は
、
祭
祀
（
門
中
）
承
継
者
は
、
通
常
、
長
子
相
続
で
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
、
長
子
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
り
、
子
が
な
か

っ
た
り
、
特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
承
継
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
そ
の
承
継
方
法
に
つ
い
て
四
つ
の
禁
制
、
第
一
に
、
タ
チ
ィ
マ
ヂ

（
し

（２）
（５）

ク
ィ
（
他
血
混
込
み
）
、
第
二
に
、
チ
ャ
ッ
チ
ウ
シ
ク
ミ
（
嫡
出
押
込
み
）
、
第
一
一
一
に
、
イ
ナ
グ
ガ
ン
ス
（
女
元
祖
）
、
第
四
に
、
チ
ョ
ー

（
し

デ
ー
ヵ
サ
パ
イ
（
兄
弟
重
り
）
が
存
在
し
た
。
こ
の
四
つ
の
禁
制
を
基
本
に
し
た
承
継
方
法
に
よ
っ
て
、
門
中
制
度
（
祭
祀
承
継
）
が
維
持

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
禁
制
を
基
本
に
し
た
承
継
方
法
は
、
ま
さ
に
家
制
度
Ⅱ
家
督
相
続
的
側
面
を
有
し
、
男
尊
女
卑
の
思

想
を
内
在
さ
せ
て
お
り
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
思
想
が
現
在
で
も
残
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
四
つ
の
禁

（２）

・
遺
留
分
の
算
定
に
考
慮
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

沖
縄
に
お
け
る
門
中
の
承
継
も
、
祭
祀
財
産
と
相
続
財
産
と
を
明
確
に
区
別
し
、
法
律
に
よ
る
特
別
な
承
継
取
得
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
現
実
の
「
門
中
制
度
」
は
、
依
然
と
し
て
祭
祀
承
継
と
財
産
承
継
と
が
一
体
化
し
た
も
の
と
し
て
存
在
し
機
能
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
門
中
制
度
に
つ
い
て
は
、
社
会
学
や
民
俗
学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
数
々
の
研
究
著
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
主

と
し
て
門
中
の
承
継
方
法
、
お
よ
び
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
親
族
・
相
続
法
上
の
問
題
点
な
ら
び
に
門
中
の
法
的
性
質
（
最
判
を
中
心
に
）
に

つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

油
(2)（１）

相
続
法
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
我
妻
栄
著
七
四
頁

身
分
法
学
野
田
孝
明
箸
一
七
九
’
一
八
○
頁
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第
二
の
チ
ャ
ッ
チ
ゥ
シ
ク
ミ
（
嫡
出
押
込
み
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
法
律
上
の
問
題
点
が
あ
る
。
長
男
が
優
先
し
て
祭
祀
（
門
中
）
承
継

者
と
な
る
と
の
考
え
方
は
、
男
尊
女
卑
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
憲
法
・
民
法
の
精
神
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
反
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
う
え
、
男
子
を
生
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
子
が
な
か
っ
た
り
す
る
と
祭
祀
（
門
中
）
承
継
者
不
在
と
の
理
由
で
、
公

然
と
離
婚
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
と
い
う
考
え
方
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
子
が
あ
っ
た
に
し
て
も
離
婚
か
ら
派
生
す
る
問
題
点
と

し
て
、
離
婚
の
際
の
親
権
者
は
男
子
に
つ
い
て
は
、
大
抵
父
親
と
な
っ
て
い
る
。
共
同
親
権
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

現
在
沖
縄
に
お
け
る
門
中
承
継
者
は
、
財
産
等
も
承
継
す
る
慣
習
が
あ
っ
た
の
で
、
財
産
相
続
と
祭
祀
財
産
承
継
が
一
体
と
し
て
承
継
さ
れ

る
途
を
公
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
相
続
分
お
よ
び
相
続
放
棄
等
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
同
時
に
、
増
加
さ
せ
る
要
因
と
な
る
。
こ
の
こ

と
は
、
均
分
相
統
制
に
違
反
し
容
認
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
他
遺
産
分
割
・
遺
留
分
侵
害
の
問
題
も
あ
げ
ら
れ
る
。

第
三
の
イ
ナ
グ
ガ
ン
ス
（
女
元
祖
）
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
問
題
点
と
し
て
、
女
性
が
祭
祀
を
承
継
で
き
な
い
と
す
る
の
は
、
差
別
的
意

識
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
憲
法
お
よ
び
民
法
の
精
神
で
あ
る
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
反
し
許
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、

制
を
維
持
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
身
分
法
上
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
第
一
に
タ
チ
ィ
マ
チ
ク
イ
（
他
血
混
込
み
）
に
つ
い
て
、
次
の
法
律
上
の
問
題
点
を
指
摘
で
き
る
。
祭
祀
（
門
中
）
承
継
者
に
他

の
血
を
混
入
さ
せ
ず
、
同
血
族
の
そ
れ
も
男
子
と
の
養
子
縁
組
が
当
然
の
ご
と
く
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
養
子
縁
組
の
本
来
の
目
的
を
逸

脱
し
、
違
法
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
血
の
つ
な
が
り
の
あ
る
者
と
の
養
子
縁
組
を
基
本
に
す
る
考
え
方
は
、
親
族
共
同
体
意
識
の
高
揚
を
促

進
す
る
こ
と
は
認
め
る
と
し
て
も
、
家
制
度
的
思
想
を
生
み
だ
す
根
拠
に
な
り
、
新
民
法
の
精
神
に
反
す
る
と
同
時
に
、
憲
法
が
規
定
す
る

個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
反
す
る
側
面
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
男
系
承
継
を
当
然
視
す
る
考
え
方
は
、
男
尊
女
卑
の
思
想
を
根
づ

か
せ
る
要
因
と
な
る
。
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た
と
え
現
民
法
第
八
九
七
条
の
規
定
が
協
議
調
わ
ざ
る
と
き
は
、
慣
習
に
従
う
と
さ
れ
、
そ
れ
を
認
め
る
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
憤
習
を

百
）

慣
習
法
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
、
民
法
第
九
○
・
九
二
条
の
上
か
ら
も
法
律
上
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
許
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
他
、

事
実
上
相
続
か
ら
除
外
さ
れ
た
り
、
放
棄
等
を
認
め
る
要
因
に
も
な
る
。

第
四
の
チ
ョ
ー
デ
ー
ヵ
サ
パ
イ
（
兄
弟
重
り
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
兄
弟
が
祭
祀
（
門
中
）
承
継
者
一
人
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
る
こ
と

を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
兄
弟
間
の
差
別
意
識
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
り
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
同
時
に
、
そ
の
こ
と
は
兄
弟
間
の
相
続

分
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
原
因
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

曲⑩
沖
縄
文
化
研
究
Ｉ
比
嘉
政
夫
箸
「
門
中
」
研
究
め
ぐ
る
諸
問
題
一
九
九
頁
・
引
川

「
父
子
血
縁
に
つ
な
が
ら
な
い
も
の
が
、
自
己
の
祀
る
べ
き
先
祖
の
位
牌
の
な
か
に
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
父
系
の
異
な

る
も
の
が
門
中
に
入
っ
て
く
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」

②
沖
縄
文
化
研
究
Ｉ
比
嘉
政
夫
箸
「
門
中
」
研
究
め
ぐ
る
諸
問
題
一
九
九
’
二
○
○
頁
引
用

「
長
男
優
先
の
原
則
を
侵
し
て
次
男
に
相
続
継
承
さ
す
こ
と
を
い
う
。
例
え
ば
、
長
男
が
不
在
だ
っ
た
り
、
病
弱
で
あ
っ
た
り
、

成
人
し
た
後
継
者
が
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
に
、
本
来
な
ら
次
男
が
そ
の
継
承
者
に
な
る
べ
き
だ
が
、
原
則
と
し
て
、
養
子
は
息
子

の
世
代
か
ら
と
ら
れ
る
た
め
次
男
が
継
承
者
に
な
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
」

③
沖
縄
文
化
研
究
Ｉ
比
嘉
政
夫
箸
「
門
中
」
研
究
め
ぐ
る
諸
問
題
二
○
○
頁
引
用

「
女
子
が
祭
祀
承
継
者
に
な
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
分
家
の
長
男
を
本
家
の
養
子
に
す
る
と
チ
ャ
ッ
チ
ウ

シ
ク
ミ
に
な
る
の
で
、
分
家
の
次
男
を
本
家
の
養
子
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
門
か
ら
の
承
継
者
を
出
し
た
。
」
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側
沖
縄
文
化
研
究
Ｉ
比
嘉
政
夫
箸
「
門
中
」
研
究
め
ぐ
る
諸
問
題
二
○
○
頁
引
用

「
兄
弟
の
位
牌
が
並
び
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
死
ん
だ
Ｂ
の
位
牌
は
現
在
は
Ａ
が
保
持
し
て
い
る
が
、
Ａ
が
死
亡
す
る
と

一
家
に
兄
弟
の
位
牌
が
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
Ｂ
の
位
牌
は
将
来
Ａ
の
次
男
が
持
っ
て
分
家
す
る
こ
と
に
な
り
、

Ｂ
の
遺
産
も
次
男
が
う
け
る
こ
と
で
あ
る
。
」

５
ト
ー
ト
ー
メ
ー
考
女
が
継
い
で
な
ぜ
悪
い
琉
球
新
報
社
編
六
四
’
六
五
頁

こ
の
点
に
つ
い
て
沖
縄
弁
護
士
会
か
ら
次
の
よ
う
な
態
度
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
Ｈ
旧
民
法
に
お
い
て
は
、
相
続
は
家
督

相
続
の
形
で
行
わ
れ
、
か
つ
相
続
は
原
則
と
し
て
長
男
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
相
続
制
度
は

民
主
主
義
の
原
則
に
違
反
し
、
法
律
的
に
は
憲
法
二
四
条
が
定
め
る
「
家
族
生
活
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
」

に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
一
一
一
一
年
民
法
親
族
相
続
編
の
全
面
改
正
が
行
わ
れ
、
相
続
は
財
産
相
続
の
形
を
と
り
、
か
つ
男
女
に

か
か
わ
ら
ず
均
分
相
続
の
原
則
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
（
沖
縄
に
お
い
て
も
一
九
五
七
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
）
ロ
右
の
均

分
相
続
の
例
外
を
な
す
の
は
、
民
法
第
八
九
七
条
が
定
め
る
祭
具
等
の
承
継
で
あ
っ
て
、
同
条
に
よ
れ
ば
「
系
譜
、
祭
具
及
び
墳
墓

の
所
有
権
は
・
・
・
慣
習
に
従
っ
て
祖
先
の
祭
祀
を
主
宰
す
べ
き
者
が
こ
れ
を
承
継
す
る
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
右
祭

祀
主
宰
者
は
、
第
一
次
的
に
は
被
相
続
人
の
指
定
に
よ
り
、
第
二
次
的
に
は
慣
習
に
従
い
、
慣
習
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
家
庭
裁

判
所
が
こ
れ
を
定
め
る
と
な
っ
て
い
て
、
長
男
が
承
継
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
承
継
者
は
男
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
の
定
め
は

一
切
存
し
な
い
。
民
法
第
八
九
七
条
の
定
め
は
、
財
産
は
共
同
相
続
と
す
る
の
を
原
則
と
す
る
に
対
し
、
例
外
的
な
定
め
を
な
す
も

の
で
あ
っ
て
、
民
法
の
精
神
は
、
財
産
は
男
女
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
均
分
に
相
続
せ
よ
、
系
譜
、
祭
具
及
び
墳
墓
等
の
み
に
つ
い
て

は
、
祭
祀
主
宰
者
が
単
独
で
相
続
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ロ
右
の
Ｈ
、
口
の
理
念
に
照
ら
せ
ば
、
今
日
、
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三
、
祭
祀
（
門
中
）
承
継
方
法
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
問
題
点

沖
縄
に
お
け
る
家
庭
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
て
い
る
事
例
の
中
で
具
体
的
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
養
子
縁
組
の
際
、
養
子
縁

組
の
目
的
が
「
家
を
継
が
せ
る
た
め
」
・
「
祭
祀
承
継
の
た
め
」
・
「
男
子
が
い
な
い
か
ら
」
・
「
門
中
と
氏
が
違
う
の
で
訂
正
し
て
ほ
し

い
」
等
、
他
府
県
の
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
表
面
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
申
立
理
由
が
明
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
う
え
養

（１）

子
縁
組
は
、
主
と
し
て
父
系
の
血
縁
者
の
男
子
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。

本
土
に
お
け
る
家
制
度
も
男
系
中
心
で
は
あ
っ
た
が
、
男
子
な
き
場
合
は
女
子
に
婿
養
子
を
む
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
を
承
継
維
持
し

（２）

て
き
て
お
り
、
そ
こ
に
沖
縄
に
お
け
る
門
中
制
度
と
の
基
本
的
な
相
違
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
次
に
、
門
中
制
度
を
維
持
し
て
き
た
四
つ
の
禁
制
か
ら
生
ず
る
法
律
上
の
問
題
点
を
列
挙
し
、
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
す
る
。
特
に
財

産
法
・
身
分
法
上
の
問
題
点
と
し
て
、
Ｈ
、
養
子
縁
組
の
問
題
口
、
氏
の
変
更
（
戸
籍
訂
正
）
の
問
題
曰
、
離
婚
と
親
権
者
決
定
の
問

沖
縄
の
一
部
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
①
ト
ー
ト
ー
メ
ー
の
承
継
者
が
全
財
産
を
相
続
す
る
②
ト
ー
ト
ー
メ
ー
の
承
継
者
は
男

性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
慣
習
は
、
新
民
法
の
精
神
に
基
本
的
に
相
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
憲
法
第
二
四
条
の
理
念
に
も

反
す
る
も
の
と
し
て
批
判
を
免
れ
な
い
。
仮
り
に
、
右
の
よ
う
な
慣
習
が
長
年
月
の
間
、
前
近
代
的
な
慣
習
と
し
て
沖
縄
の
社
会
に

残
存
し
て
い
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
ら
の
慣
習
は
民
法
第
九
○
条
の
定
め
る
公
の
秩
序
・
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
で
し
か
な

い
。
ま
た
相
続
法
は
親
族
共
同
生
活
の
秩
序
に
関
係
す
る
も
の
だ
か
ら
原
則
と
し
て
、
当
事
者
の
意
思
で
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
を

許
さ
な
い
強
行
規
定
で
あ
っ
て
、
任
意
規
定
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
前
記
の
よ
う
な
慣
習
は
民
法
第
九
二
条
の
定
め
る
「
事
実
た

る
慣
習
」
と
し
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
削
除
す
る
。
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題
四
、
相
続
分
お
よ
び
相
続
放
棄
の
問
題
因
、
門
中
の
法
的
性
質
（
後
述
す
る
）
の
問
題
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、

総
じ
て
い
う
な
ら
ば
、
身
分
法
の
基
本
原
則
で
あ
る
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
反
す
る
法
律
的
な
問
題
を
内
含
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
以
下
に
摘
示
し
て
み
る
。

Ｈ
養
子
縁
組
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
従
来
、
養
子
（
親
子
）
制
度
の
変
遷
は
、
本
来
、
親
子
関
係
の
な
い
者
に
人
為
的
に
親
子
関
係
を

擬
制
す
る
制
度
で
あ
り
、
こ
の
制
度
は
古
く
未
開
社
会
の
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
目
的
や
性
格
は
、
そ
の
時

代
、
そ
の
収
会
に
よ
り
多
様
に
変
化
し
て
き
た
。
沿
革
的
に
は
、
家
の
た
め
の
養
子
か
ら
親
の
た
め
の
養
子
、
さ
ら
に
子
の
た
め
の
養
子
制

度
と
発
展
し
て
き
た
。
当
初
の
家
の
た
め
の
養
子
縁
組
は
、
家
産
と
祭
祀
承
継
が
一
体
で
あ
り
、
家
族
の
統
率
者
と
し
て
の
地
位
の
承
継
が

目
的
で
あ
っ
た
。
次
の
段
階
の
親
の
た
め
の
養
子
縁
組
は
、
親
の
労
働
力
の
補
給
や
老
後
の
扶
養
を
う
け
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
制
度

で
あ
っ
た
。
現
在
は
第
一
次
大
戦
及
び
第
二
次
大
戦
後
、
親
の
な
い
戦
争
孤
児
や
私
生
子
に
親
を
与
え
、
恵
ま
れ
な
い
ｆ
の
福
祉
と
利
益
を

（５）

目
的
と
す
る
。
す
な
わ
ち
現
在
の
養
子
縁
組
の
な
か
で
重
要
な
こ
と
は
、
子
の
利
益
と
福
祉
の
た
め
に
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
民
法
の
精
神
が
沖
縄
に
お
け
る
門
中
制
度
に
十
分
浸
透
し
て
い
る
か
、
沖
縄
に
お
け
る
養
子
縁
組
の
申
立
て
内
容
か
ら
み
て
、
疑
問
で
あ
る
。

ま
た
、
祭
祀
（
門
中
）
承
継
者
決
定
に
際
し
、
代
諾
養
子
（
民
法
第
七
九
七
条
）
を
な
す
場
合
に
も
現
行
民
法
と
の
関
連
で
今
後
十
分
に
検

討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
法
定
代
理
人
即
ち
親
権
者
の
子
に
対
す
る
身
分
行
事
を
ど
う
取
り
扱
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
養
子

縁
組
の
目
的
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
祭
祀
（
門
中
）
承
継
の
み
を
目
的
と
し
た
代
諾
養
子
縁
組
に
対
す
る
身
分
行
為
に
つ
い
て
制
限
が
課
せ

ら
れ
る
の
は
当
然
だ
と
考
え
る
。
子
の
利
益
と
福
祉
を
中
心
と
す
る
養
子
法
に
お
い
て
は
、
家
裁
の
許
可
が
必
要
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
現
在
、
民
法
八
九
七
条
の
祭
祀
承
継
者
に
な
る
目
的
で
縁
組
申
立
が
あ
っ
た
場
合
に
却
下
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か

し
、
前
述
の
目
的
で
申
立
て
が
公
然
と
な
さ
れ
く
る
こ
と
は
、
沖
縄
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
承
継
の
根
強
さ
を
み
る
と
同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
、
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祭
祀
（
門
中
）
承
継
方
法
に
つ
い
て
祖
先
祭
祀
の
名
の
も
と
に
家
制
度
擁
護
論
の
根
拠
に
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
さ
に
親
子
に
つ
い
て

の
法
律
上
の
問
題
点
を
整
理
せ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
あ
る
と
い
え
よ
》
Ｚ

（５）
口
氏
の
変
更
い
わ
ゆ
る
戸
籍
訂
正
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
の
事
例
を
み
る
か
ぎ
り
、
沖
縄
に
お
い
て
は
、
氏
・
名
の
変
更
に
よ
る

戸
籍
訂
正
の
申
立
て
は
、
一
門
一
族
と
い
う
門
中
意
識
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
本
来
、
氏
と
は
、
個
人
々
を
識
別
し
、
個
人
の
同
一
性
を
示

す
手
段
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
旧
法
に
あ
っ
て
は
、
家
い
わ
ゆ
る
戸
籍
を
示
し
て
い
た
（
旧
七
四
六
条
）
。
現
行
法
は
、
わ
が
国
の
習
俗
と

国
民
感
情
を
考
慮
し
、
ま
た
、
夫
婦
・
親
子
同
氏
を
定
め
、
戸
籍
編
製
の
原
理
と
し
て
同
氏
同
籍
を
維
持
し
た
。
こ
の
た
め
個
人
本
位
に
徹

し
き
れ
な
い
面
が
あ
り
、
氏
の
性
質
を
め
ぐ
り
学
説
が
わ
か
れ
て
い
る
。
第
一
の
考
え
方
は
、
氏
と
は
血
縁
団
体
も
し
く
は
血
統
の
名
称
と

し
、
第
一
一
の
考
え
方
は
、
氏
は
家
族
共
同
体
の
名
称
で
あ
る
と
し
、
第
一
一
一
の
考
え
方
は
、
氏
は
同
族
者
集
団
の
名
称
な
い
し
戸
籍
編
製
の
基

準
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
第
四
に
単
な
る
個
人
の
指
称
で
あ
る
と
す
、
第
五
の
考
え
方
は
、
氏
は
一
定
の
身
分
関
係
に
あ
る
者
が
、
強
制
的
に

ま
た
は
そ
の
意
思
に
基
い
て
、
共
通
に
称
す
る
法
律
上
の
呼
称
で
あ
る
と
す
る
。
一
般
に
第
四
の
考
え
方
を
基
本
と
し
た
、
第
五
の
考
え
方

（４）

を
採
用
す
る
の
が
多
数
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
学
説
に
も
難
点
が
あ
る
。
私
見
と
し
て
は
第
五
の
考
え
方
を
古
持
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
門
中

の
氏
へ
の
変
更
申
立
て
は
、
前
述
し
た
第
五
の
考
え
方
を
採
用
す
る
と
、
ま
さ
に
現
民
法
の
精
神
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
許
さ
る
べ
き
で

は
な
い
。
そ
こ
に
は
家
制
度
的
思
想
が
な
お
残
存
し
て
い
る
と
い
え
る
。

氏
の
変
更
に
も
と
ず
く
戸
籍
の
訂
正
は
、
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
あ
る
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
（
家
審
九
Ⅱ
・
戸

一
一
九
・
一
○
七
Ｉ
）
変
更
で
き
る
が
、
そ
れ
が
な
い
限
り
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
考
慮
す
る
と
、
沖
縄
に
お
け
る
門
中
の
氏
を

一
称
し
た
い
と
す
る
申
立
て
は
、
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
に
該
当
し
な
い
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
他
の
学
説
を
採
用
し
た
場
合
は
別
で
あ
る
。

曰
離
婚
と
親
権
者
指
定
に
つ
い
て
一
一
つ
の
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
子
に
対
す
る
取
扱
い
で
あ
り
、
第
二
に
夫
婦
に
対
す
る
取
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扱
い
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
点
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
の
事
例
で
は
、
離
婚
の
際
、
夫
婦
間
の
子
が
長
男
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
大
抵
、
父

親
が
親
権
者
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
母
親
も
そ
の
決
定
に
対
し
異
議
を
述
べ
な
い
の
が
多
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
実

は
子
供
に
対
す
る
門
中
の
差
別
意
識
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
て
、
憲
法
十
三
条
。
十
四
条
。
二
四
条
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
も
家

制
度
的
思
想
の
残
澤
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
民
法
第
八
一
八
条
で
共
同
親
権
に
つ
い
て
規
定
が
あ
る
が
、
実
質
的

に
は
家
庭
内
に
お
い
て
こ
の
こ
と
は
父
中
心
の
生
活
様
式
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
家
庭
内
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等

に
影
響
を
与
え
る
。
同
時
に
民
法
第
七
六
六
条
は
夫
婦
間
の
協
議
で
定
め
、
協
議
調
わ
な
い
と
き
ま
た
は
、
協
議
で
き
な
い
と
き
は
家
裁
が

こ
れ
を
定
め
る
と
の
規
定
が
空
文
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
さ
ら
に
第
二
の
点
に
つ
い
て
現
行
民
法
第
七
六
九
条
で
離
婚
に
よ
る
復
氏
の

際
の
祭
祀
供
用
物
の
承
継
に
お
い
て
、
婚
姻
に
よ
っ
て
氏
を
改
め
た
者
が
民
法
第
八
九
七
条
一
項
に
よ
っ
て
主
宰
者
と
し
て
の
権
利
を
承
継

し
た
後
、
離
婚
復
氏
し
た
者
は
祭
祀
の
主
宰
す
べ
き
者
を
定
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
中
川
善
之
助
博
士
は
、
形
式
的

に
は
家
の
観
念
を
抹
殺
し
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
依
然
と
し
て
そ
こ
か
ら
脱
却
し
き
れ
な
か
っ
た
今
次
改
正
の
不
徹
底
さ
を
批
判
し
て
い
る
。

ま
た
、
氏
を
存
続
さ
せ
同
氏
者
に
よ
っ
て
祖
先
の
祭
祀
を
承
継
せ
し
め
よ
う
と
す
る
因
習
的
な
国
民
感
情
が
相
当
に
根
強
い
現
状
で
は
、
祭

（
４

記
承
継
に
関
す
る
規
定
を
一
挙
に
法
上
か
ら
払
拭
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
身
分
上
の
効
果
と
何
ら
関
係
な
い
の
で
、

取
扱
い
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
民
法
第
七
六
九
条
は
離
婚
に
よ
っ
て
影
響
う
け
る
こ
と
自
体
、
疑
問
で
あ
る
。

四
の
相
続
分
・
相
続
放
棄
に
つ
い
て
、
祭
祀
承
継
者
は
祖
先
の
祭
祀
に
か
か
る
費
用
が
莫
大
で
あ
り
、
そ
れ
が
直
接
祭
祀
主
宰
者
の
生

活
に
か
な
り
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
際
に
は
他
の
共
同
相
続
人
よ
り
も
多
く
の
財
産
を
承
継
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
民
法
第
九
○
六
条
に
よ
っ
て
遺
産
分
割
を
行
う
際
、
民
法
第
八
九
七
条
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
規
定
と
な
り
う
る
の
で
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
新
設
の
民
法
第
九
○
四
条
の
二
寄
与
分
算
定
の
際
、
祭
祀
主
宰
者
が
相
当
の
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
条
文
と
な
り
う
る

３４



題
点
、
趣
璽
百
塁

る
と
い
え
よ
う
。

国
に
つ
い
一

曲

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
何
ら
か
の
制
限
が
付
与
さ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
点
は
、
新
民
法
が
主
要
改
正
点

と
し
て
均
分
相
続
制
（
民
法
第
九
○
○
条
）
を
採
用
し
か
つ
相
続
財
産
と
祭
祀
財
産
を
区
別
し
た
意
義
が
失
な
わ
し
め
る
こ
と
に
な
り
は
し

な
い
か
、
疑
問
で
あ
る
ｏ
こ
の
点
に
つ
い
て
我
妻
栄
博
士
は
、
通
常
の
財
産
に
つ
い
て
さ
え
も
均
分
相
続
の
実
が
あ
が
っ
て
い
な
い
今
日
、

ま
ず
祭
祀
承
継
と
相
続
財
産
と
の
区
別
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
か
え
っ
て
祭
祀

と
財
産
と
の
結
合
が
解
け
な
い
で
あ
る
》
毛
そ
の
意
味
に
お
い
て
祭
祀
用
具
を
一
般
の
財
産
と
区
別
す
る
こ
と
自
体
は
必
ず
し
も
不
可
で
な

い
と
考
え
る
と
述
べ
苑
・
右
の
よ
う
な
事
情
に
応
じ
て
相
続
放
棄
も
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
他
、
遺
産
分
割
に
お
け
る
問

題
点
、
遺
言
・
遺
留
分
侵
害
の
問
題
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
親
族
・
相
続
法
上
の
総
べ
て
集
約
さ
れ
た
問
題
点
が
存
在
す

⑩
ケ
ー
ス
研
究
一
六
一
一
一
、
’
九
七
七
年
第
五
号
、
新
田
慶
一
一
一
一
一
’
一
六
三
頁

②
ケ
ー
ス
研
究
一
一
三
頁
（
口
に
同
じ
）

③
ケ
ー
ス
研
究
一
六
一
一
一
、
一
九
七
七
年
第
五
号
、
新
田
慶
一
一
一
一
一
’
’
六
三
頁
引
用

「
七
八
才
の
老
人
、
そ
の
妻
、
一
一
七
才
の
長
男
夫
婦
の
四
人
が
氏
を
変
更
し
た
い
と
申
立
て
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
申
立
人
は
、

も
と
も
と
Ａ
門
中
の
一
族
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
四
代
前
祖
先
が
Ｂ
門
中
に
養
育
さ
れ
て
い
た
た
め
め
Ｂ
氏
に
な
っ
た
。
男
系
の
血
族

と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
Ａ
門
中
の
氏
を
称
す
る
の
が
正
当
で
あ
り
、
ま
た
門
中
の
祭
事
に
出
席
す
る
際
、
自
分
だ
け
が
氏
が
違
う
の

で
門
中
又
は
先
祖
の
氏
を
称
し
た
い
。
」
と
か
「
非
嫡
出
子
が
実
父
の
死
亡
後
、
実
父
の
祭
祀
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
実
父

に
つ
い
て
は
、
次
の
性
質
論
の
中
で
述
べ
る
。
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三
、
門
中
の
法
的
性
質
に
つ
い
て

沖
縄
に
お
け
る
門
中
承
継
者
は
、
前
述
の
如
く
、
単
に
系
譜
・
祭
具
・
墳
墓
と
い
う
祭
祀
財
産
を
継
承
す
る
の
で
は
な
く
、
土
地
、
預
金

（
土
地
か
ら
の
収
入
）
・
神
家
等
も
承
継
し
祭
祀
承
継
と
財
産
承
継
と
が
一
体
を
な
し
て
い
る
。
現
に
門
中
の
財
産
を
門
中
承
継
者
が
単
独

で
登
記
し
所
有
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
し
、
返
還
を
求
め
た
事
件
が
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
最
高
裁
判
例
が
出
さ
れ
て
い
る
。
最
高

裁
は
門
中
を
権
利
能
力
な
き
社
団
と
し
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
門
中
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
最
高
裁
判
決
を
中
心
に
簡
単
に
検
討
を
加
え
る
。

ま
ず
基
本
的
な
問
題
点
と
し
て
第
一
に
門
中
が
法
人
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
る
か
、
第
一
だ
も
し
、
法
人
で
あ
れ
ば
社
団
法
人
か
財

団
法
人
か
、
第
三
に
法
人
の
財
産
の
所
有
形
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
以
上
の
点
に
つ
き
述
べ
る
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
門
中
と
は
同
一
の
父
系
の
親
族
共
同
体
で
あ
り
、
祖
先
を
同
じ
く
す
る
氏
子
が
本
来
、
分
家
に
分
か
れ
、

た
い
て
い
門
中
墓
を
共
同
で
所
有
し
、
．
門
」
「
腹
」
「
ヒ
キ
」
「
シ
ヂ
（
筋
）
」
「
チ
チ
ョ
ウ
デ
ー
（
血
兄
弟
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

（
し

制
度
で
あ
る
。

古
来
、
沖
銅

と
氏
が
異
な
る
た
め
位
牌
と
同
じ
氏
を
称
し
た
い
。
」
ま
た
名
の
変
更
事
件
で
Ａ
門
中
に
属
し
て
い
る
一
門
の
男
子
は
「
名
乗
頭
」

が
入
っ
て
い
る
の
で
門
中
の
祭
祀
の
行
事
に
恥
し
い
思
い
を
し
て
い
る
と
し
て
申
立
て
た
」
事
例
が
あ
る
。

側
民
法
講
義
７
親
族
、
泉
久
雄
他
著
一
一
七
’
一
一
一
二
頁
参
照

⑤
注
釈
親
族
法
（
上
）
中
川
善
之
助
責
任
編
集
二
六
七
頁

⑥
民
法
Ⅳ
我
妻
栄
・
有
泉
享
著
二
九
一
一
頁

ウ
ヤ
ガ
ン

沖
縄
で
は
祖
先
崇
拝
の
念
が
極
め
て
強
く
、
祖
先
の
霊
を
共
同
の
神
（
祖
神
）
と
し
て
祭
り
、
共
同
の
墓
、
つ
ま
り
祖
先
の
祭
祀

３６



の
継
承
、
同
族
の
結
合
の
し
る
し
と
し
て
、
同
じ
腹
（
同
一
血
族
）
か
ら
出
た
者
を
一
門
と
し
て
考
え
、
死
ぬ
時
も
同
じ
腹
（
同
一
血
族
）

か
ら
出
た
者
を
一
門
と
し
て
考
え
、
死
ぬ
時
も
同
じ
腹
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
門
中
墓
を
所
有
し
、
清
明
祭
、
盆
等
年
間
幾
つ
か
の
行
事
を

も
ち
、
そ
の
つ
ど
門
中
の
祖
先
の
墓
に
一
族
が
集
ま
っ
て
、
山
、
海
の
供
物
を
持
ち
よ
っ
て
歌
舞
な
ど
を
し
て
楽
し
く
一
日
を
過
す
風
習
が

行
な
わ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
な
る
行
事
の
み
で
は
な
く
、
門
中
の
子
弟
の
奨
学
資
金
を
出
し
合
っ
た
り
、
悪
い
こ
と
を
し

た
り
、
親
不
孝
者
は
門
中
墓
に
葬
ら
れ
な
い
な
ど
、
モ
ラ
ル
の
実
地
教
育
や
相
互
扶
助
と
連
帯
感
を
強
め
る
精
神
的
支
柱
と
も
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
沖
縄
に
お
け
る
親
族
共
同
体
意
識
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
現
在
な
お
「
家
」
制
度
に
対
す
る
意
識
も
強
い
も
の
が
あ

矼
・
こ
の
観
点
か
ら
門
中
は
、
祖
先
祭
祀
と
い
う
一
定
の
目
的
の
も
と
で
血
縁
を
中
心
と
し
た
結
合
体
で
あ
る
と
促
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
そ
こ
に
属
す
る
土
地
、
銀
行
預
金
等
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
団
体
と
し
て
の
社
会
的
機
能
を
営
ん
で
い
る
点
に
着
目

す
る
な
ら
ば
、
門
中
は
、
権
利
能
力
の
主
体
と
し
て
民
法
の
規
定
す
る
法
人
的
性
質
を
有
す
る
も
の
と
促
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

法
人
の
本
質
論
に
つ
い
て
、
法
人
擬
制
純
、
法
人
否
認
純
、
法
人
実
在
純
が
あ
り
、
近
代
法
で
は
、
法
人
実
在
説
を
採
用
し
て
い
る
。
法

人
理
論
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
難
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
沖
縄
に
お
け
る
門
中
は
、
以
上
の
法
人
学
説
の
な
か
で
は
、
法
人
実
在
説
い
わ
ゆ

る
社
会
的
実
在
で
あ
る
と
促
え
る
こ
と
が
門
中
の
法
的
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
根
拠
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

法
人
実
在
説
も
社
会
的
実
在
を
ど
の
よ
う
に
促
え
る
か
に
よ
っ
て
三
つ
の
学
説
に
わ
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
学
説
の
中
で
も
、
組
織
体
が

社
会
生
活
の
目
的
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
価
値
を
生
じ
、
社
会
的
価
値
を
有
す
る
か
ら
こ
そ
、
法
上
の
人
格
を

附
与
す
る
。
法
人
が
人
格
を
認
め
た
の
は
、
実
在
す
る
も
の
の
社
会
的
価
値
に
も
と
づ
く
と
い
う
社
会
的
作
用
（
価
値
）
純
と
よ
ば
れ
て
い

る
考
え
方
を
採
用
す
る
こ
と
が
門
中
を
法
人
に
位
置
づ
け
て
解
釈
す
る
根
拠
と
な
る
の
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
門
中
は
、
沖
縄
社
会
に

お
い
て
、
独
立
の
社
会
的
作
用
を
担
当
す
る
集
団
で
あ
り
、
か
つ
実
体
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
法
人
学
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説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
社
会
的
背
景
の
も
と
に
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
主
と
し
て
法
人
の
あ
る
側
面
を
分
折
・
研
究
の
対
象
と
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
諸
学
説
を
漫
然
と
同
一
平
面
に
な
ら
べ
て
何
説
が
正
し
い
か
と
い
っ
た
問
題
の
た
て
か
た
は
誤
り
で
あ
る
、
と
す

る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
法
人
た
る
団
体
の
社
会
学
的
究
明
や
団
体
の
内
部
関
係
つ
ま
り
団
体
法
の
諸
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
研

究
に
お
け
る
従
来
の
法
人
学
説
な
か
ん
ず
く
実
在
説
の
貢
献
が
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
、
法
人
の
法
人
格
と
い
う

側
面
に
つ
い
て
は
、
あ
る
種
の
団
体
な
ど
が
法
人
格
を
付
与
さ
れ
て
法
人
と
な
る
の
は
、
団
体
を
め
ぐ
る
対
内
的
・
対
外
的
法
律
関
係
を
簡

明
か
つ
合
理
的
に
処
理
す
る
た
め
の
法
技
術
と
い
う
側
面
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
従
来
す

官
）

で
に
時
代
お
く
れ
の
観
の
あ
っ
た
法
人
擬
制
説
・
法
人
否
認
説
が
新
し
く
再
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
す
る
觜
え
方
も
あ
る
。
い
わ
ゆ

万
一

ろ
法
人
理
論
に
拘
泥
し
な
い
で
、
法
人
を
め
ぐ
る
個
々
の
法
律
関
係
を
適
切
に
処
理
す
べ
き
法
技
術
的
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
門
中
を
法
人
と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
権
利
の
主
体
と
し
て

の
法
人
の
種
類
に
は
、
社
団
法
人
と
財
団
法
人
と
が
あ
り
、
そ
の
中
で
ど
の
法
人
と
考
え
る
か
で
あ
る
。
社
団
法
人
は
、
｜
定
の
目
的
の
も

と
に
結
合
し
た
人
の
団
体
で
あ
り
、
財
団
法
人
は
、
｜
定
の
目
的
に
捧
げ
ら
れ
た
財
産
の
集
合
を
い
う
。
そ
の
点
に
つ
い
て
門
中
を
み
る
と
、

血
縁
を
中
心
と
し
た
結
合
体
で
あ
る
門
中
は
前
者
に
該
当
す
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
し
か
し
、
そ
う
だ
と
は
断
定
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

｛加〉

私
見
と
し
て
は
、
門
中
は
祖
先
祭
祀
と
い
う
一
定
の
目
的
の
も
と
に
結
合
し
た
人
の
団
体
で
あ
り
、
そ
こ
に
門
中
財
産
が
属
し
て
い
る
の
み

と
こ
ろ
で
、
民
法
上
の
社
団
法
人
は
、
公
益
を
目
的
と
す
る
場
合
（
民
法
第
一
一
一
四
条
）
と
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
（
民
法
第
三
五
・
商

法
五
一
一
条
）
に
分
か
れ
る
。
公
益
法
人
と
は
、
祭
祀
・
宗
教
・
慈
善
・
学
術
α
技
芸
等
そ
の
他
公
益
に
関
す
る
事
業
を
目
的
と
し
、
営
利
法

人
は
、
会
社
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
構
成
員
が
会
社
の
利
益
の
分
配
を
う
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
人
で
あ
る
。
そ
の
外
に
も
、

で
あ
る
と
考
え
る
。
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両
目
的
に
属
し
な
い
中
間
的
な
団
体
、
例
え
ば
学
術
団
体
、
婦
人
会
、
同
窓
会
、
町
内
会
等
は
多
数
の
団
体
員
を
有
し
、
多
数
に
よ
っ
て
意

思
決
定
を
行
い
、
代
表
者
に
よ
っ
て
行
動
し
、
団
体
の
独
立
財
産
を
有
す
る
た
め
、
そ
の
実
態
に
お
い
て
は
、
社
団
法
人
と
異
な
ら
な
い
た

く
ｕ

め
、
民
法
は
特
に
こ
の
よ
う
な
団
体
を
権
利
能
力
な
き
社
団
と
よ
ん
で
い
る
。
従
来
、
権
利
能
力
な
き
社
団
を
組
合
（
民
法
第
六
六
七
条
以

下
）
と
し
て
解
し
て
き
た
が
、
法
人
実
在
説
の
登
場
に
よ
っ
て
そ
の
差
異
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
社
団
法
人
の
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
こ
と

へ
迎
い
に
な
っ
た
。
そ
の
際
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
は
最
判
昭
一
一
一
九
・
一
○
・
一
五
判
決
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
団
体
と
し
て
の
組

織
を
備
え
多
数
決
の
原
理
、
構
成
員
の
変
更
い
か
ん
に
か
か
わ
り
な
く
団
体
が
存
続
し
、
か
つ
代
表
の
方
法
・
総
会
の
運
営
・
財
産
の
管
理
、

く
じ

そ
の
他
社
団
と
し
て
の
主
要
な
点
が
、
規
則
に
よ
っ
て
確
定
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
沖
縄
の
門
中
制
度

が
社
会
の
中
に
お
い
て
門
中
事
態
が
そ
の
統
一
体
と
し
て
現
存
し
、
そ
の
構
成
員
た
る
個
々
人
の
重
要
性
が
失
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
門
中

の
行
動
が
一
定
の
機
関
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
の
法
律
効
果
が
門
中
事
態
に
帰
属
し
、
個
々
人
に
帰
属
せ
ず
、
そ
の
構
成
員
は
総
会
を
通
じ

て
多
数
決
の
原
理
に
よ
っ
て
機
関
の
行
動
を
監
督
し
、
門
中
の
運
営
に
参
画
し
う
る
に
過
ぎ
な
い
。
門
中
の
資
産
は
負
債
と
と
も
に
門
中
に

帰
属
し
、
構
成
員
は
資
産
か
ら
配
当
を
受
け
、
ま
た
は
、
そ
の
設
備
を
利
用
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
で
に
引
き
受
け
た
出
資
な
い
し
会
費

行
）

を
払
い
こ
む
債
務
を
負
う
以
外
に
は
、
門
中
の
債
務
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
社
団
の
形
を
採
用
し
て
い
る
が
、
法
人
格
を
有
し

て
い
な
い
社
団
と
い
う
こ
と
で
門
中
を
権
利
能
力
な
き
社
団
と
解
す
る
万
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
沖
縄
の
門
中
が
権
利
能
力
な
き

社
団
で
あ
る
か
否
か
に
つ
き
、
昭
和
五
五
年
一
一
月
八
日
最
高
裁
判
決
が
あ
る
。
本
件
の
紛
争
内
容
を
簡
単
に
述
べ
る
と
「
門
中
構
成
員
相
互

間
で
察
氏
の
祖
先
の
霊
を
祭
っ
て
い
た
祠
堂
の
敷
地
等
に
利
用
さ
れ
て
い
た
土
地
が
門
中
財
産
で
あ
る
か
、
有
力
家
の
一
つ
で
あ
る
乙
家
の

固
有
財
産
で
あ
る
か
が
争
わ
れ
た
事
例
で
、
右
土
地
が
乙
家
の
固
有
財
産
で
あ
る
と
主
張
す
る
乙
家
の
者
が
戦
後
同
土
地
に
つ
い
て
所
有
権

の
登
記
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
別
の
有
力
家
で
あ
る
甲
家
の
当
主
が
、
門
中
代
表
者
と
し
て
、
当
主
自
身
及
び
門
中
の
名
で
、
右
登
記
の
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抹
消
登
記
手
続
な
ど
い
く
つ
か
の
請
求
を
し
、
原
審
で
、
甲
家
当
主
の
名
に
よ
る
抹
消
登
記
手
続
請
求
だ
け
が
認
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

原
判
決
は
、
代
表
者
の
名
に
よ
る
抹
消
登
記
手
続
請
求
を
認
容
す
る
前
提
と
し
て
、
察
氏
門
中
を
権
利
能
力
な
き
社
団
（
福
岡
高
裁
那
覇
支

迺

部
判
昭
釦
・
４
．
弱
）
に
あ
た
る
と
し
た
。
こ
の
判
断
の
当
否
が
最
高
裁
で
問
題
と
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
」
こ
の
点
に
つ
い
て
最
高
裁
は
、

権
利
能
力
な
き
社
団
の
成
立
要
件
に
当
該
門
中
が
あ
て
は
ま
る
と
解
釈
し
極
・
判
決
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
権
利
能
力
な
き
社
団
の
成
立
要
件
は
、
最
判
昭
羽
・
加
・
応
民
集
一
八
・
八
・
一
六
七
一
が
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

法
人
に
非
ざ
る
社
団
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
団
体
と
し
て
の
組
織
を
そ
な
え
、
多
数
決
の
原
則
が
行
な
わ
れ
、
構
成
員
の
変
更
に
か
か
わ

ら
ず
団
体
が
存
続
し
、
そ
の
組
織
に
お
い
て
代
表
の
方
法
、
総
会
の
運
営
、
財
産
の
管
理
等
団
体
と
し
て
の
主
要
な
点
が
確
定
し
て
い
る
こ

と
を
要
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
判
決
も
右
最
判
の
判
示
す
る
成
立
要
件
を
意
識
し
な
が
ら
、
察
氏
門
中
は
こ
の
成
立
要
件

に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
み
た
。
も
っ
と
も
、
本
判
決
も
い
う
よ
う
に
同
門
中
は
も
っ
ぱ
ら
慣
行
に
し
た
が
っ
て
活
動
す
る
団
体
で
あ
り
、
成

文
の
規
約
も
な
く
、
そ
の
組
織
も
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
こ
れ
を
権
利
能
力
な
き
社
団
と
す
る
に
は
難
点

も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
判
決
が
あ
え
て
社
団
性
を
肯
定
し
た
の
は
、
同
門
中
が
右
土
地
等
の
団
体
財
産
を
有
し
、
こ
れ
を
利
用
し
な

が
ら
門
中
自
体
に
お
い
て
模
合
（
頼
母
子
講
）
そ
の
他
の
相
互
事
業
を
お
こ
な
い
つ
づ
け
て
き
た
と
い
う
実
態
を
考
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
沖
縄
に
は
多
数
の
門
中
が
あ
る
よ
う
だ
ば
、
そ
の
組
織
の
態
様
は
種
々
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
察
氏
門
中
限
り
に
つ
い
て
の
判
決
で
あ

っ
て
、
判
決
の
趣
旨
が
た
や
す
く
他
の
門
中
に
も
推
し
及
ぼ
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」
実
態
を
有
す
る
場
合
は
権

利
能
力
な
き
社
団
と
し
た
。

沖
縄
に
お
い
て
古
く
か
ら
存
在
す
る
門
中
に
つ
い
て
権
利
能
力
な
き
社
団
と
の
判
示
に
賛
成
で
あ
る
。
ま
た
門
中
が
沖
縄
社
会
の
中
で
大

Ｃ

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
現
状
に
照
し
妥
当
な
判
示
と
考
え
る
。
但
し
、
安
次
富
哲
雄
先
生
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ど
れ
だ
け
一
般
化
し
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う
ろ
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
殖
・

第
一
一
一
の
問
題
点
と
し
て
、
権
利
能
力
な
き
社
団
と
解
し
て
も
、
門
中
が
法
人
格
を
有
し
な
い
結
果
、
財
産
の
帰
属
に
つ
い
て
い
か
な
る
所

有
形
態
に
な
る
か
に
つ
き
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
以
下
の
五
つ
の
学
説
、
つ
ま
り
、
Ｈ
共
有
説
、
口
合
有
説
、
曰
総
有
説
、

四
単
独
所
有
説
、
㈲
信
託
説
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
五
つ
の
学
説
に
つ
き
検
討
す
る
。

Ｈ
共
有
説
・
・
・
共
有
は
、
ロ
ー
マ
法
の
共
同
所
有
の
形
態
で
あ
る
。
共
同
所
有
の
各
員
は
、
な
お
目
的
物
に
対
す
る
管
理
機
能
と
収

益
機
能
と
を
保
留
す
苑
。
団
体
的
色
彩
よ
り
も
個
人
的
色
彩
が
つ
よ
い
。
つ
ま
り
、
目
的
物
に
対
す
る
管
理
機
能
と
収
益
機
能
と
が
結
合
し

た
一
個
の
所
有
権
で
あ
り
、
そ
の
機
能
か
ら
具
体
的
持
分
権
を
有
し
、
こ
れ
を
自
由
に
処
分
し
う
る
し
、
ま
た
、
い
つ
で
も
共
有
物
の
分
割

請
求
を
な
し
う
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
口
合
有
説
・
・
・
合
有
と
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
以
来
、
数
人
が
一
つ
の
物
に
対
し
て
共
同
所
煎

を
し
な
が
ら
何
等
か
の
た
め
に
、
各
共
有
者
の
持
分
権
は
、
共
同
目
的
の
達
成
の
手
段
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
共
同
所
有
者
の
管
理
機
能

は
そ
の
共
同
目
的
の
存
続
す
る
限
り
、
各
共
同
所
有
者
は
、
持
分
権
を
処
分
す
る
自
由
が
な
く
、
分
割
請
求
す
る
権
利
が
な
く
各
共
有
者
の

持
分
が
拘
束
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
各
共
同
所
有
者
の
持
分
権
は
、
潜
在
的
な
も
の
と
な
り
、
共
同
目
的
が
終
了
し
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
、

現
実
的
な
も
の
に
な
る
と
す
る
考
え
筋
・
曰
総
有
説
：
・
総
有
と
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
に
お
け
る
村
落
共
同
体
の
所
有
形
態
に
由
来
し
、

数
人
の
一
つ
の
物
に
対
す
る
共
同
所
有
で
あ
り
な
が
ら
、
共
同
所
有
者
の
持
分
が
否
定
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
不
明
確
な
も
の
と
し
て
潜

在
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
と
み
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
共
同
所
有
者
は
主
と
し
て
物
の
利
用
権
を
有
す
る
の
み
で
持
分
処
分
や
分
割
請
求
の
自

由
は
否
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
所
有
状
態
を
い
迩
・
す
な
わ
ち
、
管
理
機
能
は
そ
の
村
落
そ
の
も
の
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
収
益
機
能
の

み
が
村
落
の
個
々
人
に
分
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
総
有
に
お
け
る
共
同
所
有
の
権
利
は
、
単
に
収
益
権
の
み
に
な
る
と
す
る
考
え
方
で
、
最

も
団
体
的
色
彩
の
強
い
共
同
所
有
形
態
で
あ
麺
。
四
単
独
所
有
説
と
は
、
社
団
の
主
体
性
を
強
し
社
団
と
い
う
単
一
体
の
単
独
所
有
と
す
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る
考
え
極
・
因
信
託
説
と
は
、
社
団
財
産
は
代
表
者
に
信
託
的
に
帰
属
す
る
と
い
う
考
え
施
で
あ
る
。
そ
の
他
に
各
種
の
利
益
を
比
較
衡

量
し
て
内
部
・
外
部
関
係
を
解
決
す
れ
ば
よ
い
と
の
考
え
方
が
あ
鞄
・

以
上
、
五
つ
の
学
説
か
ら
み
て
、
共
有
・
合
有
両
説
で
は
、
古
く
か
ら
存
在
し
て
き
た
門
中
財
産
の
所
有
形
態
の
解
釈
と
し
て
は
適
当
で

な
い
と
考
え
ゑ
た
と
え
ば
、
墓
・
墓
地
を
例
に
説
明
す
る
。
と
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
門
中
は
財
産
を
基
に
し
て
結
合
さ
れ
た
団
体
で
は
な
く
、

血
縁
を
中
心
と
し
て
結
合
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、
門
中
財
産
は
血
縁
が
結
合
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
必
然
的
に
、
い
わ
ゆ
る
人
の
死
亡
と
い
う

事
実
に
よ
っ
て
祭
祀
（
門
中
）
財
産
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
門
中
財
産
は
追
従
し
形
成
さ
れ
て
き
た
祭
祀
（
門
中
）
財
産
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
門
中
構
成
員
が
死
亡
し
た
後
、
何
ヶ
年
か
後
に
門
中
墓
に
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
法
律
上
の
問
題

が
大
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
現
民
法
第
八
九
七
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
祭
祀
財
産
を
主
宰
す
る
者
が
承
継
し
、
そ
の
者
に
祭
祀
財
産
が
帰

属
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
第
一
一
・
第
一
一
一
の
理
由
に
重
き
を
お
い
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
門
中
墓
の
所
有
形
態
は
三
つ
に

岐
れ
ろ
。
つ
ま
り
、
門
中
財
産
を
代
々
に
わ
た
り
承
継
し
て
き
た
祭
祀
主
宰
者
た
る
地
位
と
門
中
各
構
成
員
の
各
家
族
に
お
け
る
祭
祀
主
宰

者
た
る
地
位
、
も
っ
と
も
こ
の
場
合
は
一
種
の
遺
骸
に
対
す
る
所
有
権
の
放
棄
と
促
え
る
。
さ
ら
に
、
門
中
各
構
成
員
が
共
同
し
て
門
中
墓

を
利
用
す
る
権
限
を
有
す
る
地
位
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
門
中
財
産
の
所
有
形
態
は
共
有
な
ら
び
に
合
有
的
な
両
性
質
を

有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
を
認
め
る
に
し
て
も
、
門
中
財
産
の
所
有
形
態
に
つ
い
て
共
有
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
そ
の
機
能
か
ら
具

体
的
な
持
分
が
あ
り
、
自
由
に
処
分
・
分
割
請
求
が
な
し
う
る
と
の
結
論
を
導
き
だ
す
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
門
中
の
あ
り
方
か
ら
み
て
無

理
が
あ
る
。
合
有
説
に
つ
い
て
も
、
持
分
が
拘
束
さ
れ
潜
在
的
な
持
分
権
と
解
す
る
考
え
は
、
も
は
や
物
に
対
す
る
潜
在
的
な
持
分
が
存
在

し
て
な
い
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
単
独
所
有
説
・
信
託
的
の
両
説
は
、
門
中
財
産
の
所
有
形
態
を
明
確
化
し
う
る
要
素
を
有
し
て
い
る
と

考
え
る
が
、
現
実
の
門
中
の
構
造
・
内
容
か
ら
み
て
妥
当
な
考
え
方
で
は
な
い
と
考
え
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
述
べ
た
理
由
か
ら
し
て
門
中
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を
権
利
能
力
な
き
社
団
と
解
し
た
場
合
の
財
産
の
所
有
形
態
は
、
ロ
の
総
有
説
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
他
の
門
中
財
産
（
土
地
等
）

に
つ
い
て
も
、
長
年
の
門
中
の
歴
史
・
財
産
の
管
理
状
態
お
よ
び
利
用
方
法
か
ら
み
て
同
様
な
決
論
を
導
き
出
し
う
る
と
考
え
る
。
判
例
も

こ
の
理
論
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
団
の
財
産
は
、
社
団
員
の
総
有
に
属
し
、
構
成
員
は
各
自
総
会
を
通
じ
て
そ
の
管
理
に
参
画
す

商
）

ろ
だ
け
で
、
個
々
の
財
産
に
つ
い
て
、
持
分
権
を
も
た
な
い
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
最
判
昭

五
五
・
二
・
八
の
門
中
に
対
す
る
判
決
の
中
で
、
「
権
利
能
力
な
き
社
団
の
複
数
の
代
表
者
の
各
々
が
構
成
員
に
属
す
る
不
動
産
に
つ
い
て

構
成
員
か
ら
信
託
的
に
管
理
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
不
動
産
が
右
社
団
に
と
っ
て
重
要
な
資
産
で
あ
り
、
代
表

者
全
員
の
共
有
名
義
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
事
情
あ
る
と
き
に
は
、
各
代
表
者
は
、
代
表
者
全
員
の
合
意
に
基
づ
く
の
で
な
け
れ
ば
管
理
権

限
に
基
づ
き
総
有
権
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
噸
・
」
と
述
べ
、
総
有
説
を
採
用
し
て
い
る
。
総
有
説
を
採
用
す
る
以
上
、
社
団
の
負
債

に
つ
い
て
も
、
社
団
の
理
論
に
従
っ
て
、
負
債
は
社
団
に
総
有
的
に
帰
属
し
、
社
団
の
総
有
財
産
だ
け
が
そ
の
引
き
当
て
（
責
任
・
担
保
）

万
）

と
な
り
、
構
成
員
は
会
費
そ
の
他
の
負
担
金
以
外
に
は
、
責
任
を
負
わ
な
い
の
は
、
当
然
で
あ
る
。

次
に
、
社
団
財
産
の
公
示
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
不
動
産
登
記
法
第
三
六
条
に
よ
れ
ば
、
権
利
能
力
な
き
社
団
は
、
登
記
申
請
人
た

る
資
格
を
有
し
な
い
が
、
社
団
名
と
代
表
者
名
義
の
登
記
を
認
め
る
こ
と
が
不
動
産
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
、
す
な
わ
ち
、
社
団
の
責
任
・
代

表
者
の
責
任
。
差
押
等
の
問
題
を
解
決
す
る
途
が
開
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
意
見
が
岐
れ
て
い
麺
・

権
利
能
力
な
き
社
団
の
内
部
関
係
に
お
い
て
最
高
の
意
思
決
定
機
関
は
総
会
で
多
数
決
の
原
理
が
採
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
理
事
は
社
団
を

代
表
し
て
業
務
を
執
行
す
る
。
民
法
六
六
四
条
に
規
定
す
る
善
管
注
意
義
務
が
負
わ
さ
れ
樋
・
そ
の
他
の
内
部
関
係
は
社
団
の
規
定
が
類
推

⑪

適
用
さ
れ
る
。
当
事
者
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
民
事
訴
訟
法
第
四
六
条
に
規
定
が
あ
る
。

最
後
に
、
沖
縄
の
門
中
に
つ
き
調
査
を
行
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
門
中
に
は
、
特
別
な
財
産
は
な
く
、
祭
祀
財
産
Ｉ
系
譜
・
祭
具
・
墓
地
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１
し
か
な
い
。
そ
こ
で
門
中
財
産
を
有
す
る
三
門
中
に
つ
い
て
簡
単
に
記
述
す
る
。
Ｈ
久
米
国
県
会
、
門
中
を
社
団
法
人
と
し
て
法
人
登

記
を
行
い
、
門
中
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
財
産
は
土
地
・
土
地
か
ら
の
収
入
（
預
金
）
、
墓
が
あ
る
。
口
梁
氏
門
中
、
成
文
規
約
は
な
く
、

慣
習
的
に
行
事
を
行
っ
て
い
る
。
門
中
財
産
は
、
土
地
・
土
地
か
ら
の
収
入
（
預
金
）
・
墓
が
あ
る
。
門
中
財
産
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

法
人
登
記
を
行
っ
て
な
い
た
め
、
各
門
中
か
ら
代
表
を
数
人
選
出
し
「
共
有
」
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ロ
幸
地
門
中
、
会
計
・
委
員
会

な
ど
の
仕
事
内
容
の
取
り
決
め
、
お
よ
び
、
総
会
な
ど
に
つ
き
規
約
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
門
中
財
産
は
、
土
地
・
土
地
か
ら
の
収
入
（
預

金
）
・
墓
が
あ
る
。
梁
氏
門
中
と
同
じ
く
共
有
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
梁
氏
・
幸
地
門
中
は
、
門
中
財
産
に
つ
い
て
共
有
登
記
を
行
っ
て

い
る
が
、
本
来
な
ら
総
有
登
記
で
な
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
不
動
産
登
記
法
上
そ
の
よ
う
な
登
記
が
な
い
た
め
、
や
む
な
く
共
有
登

（訂）
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

曲Ⅶ
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ｉ
）
我
妻
栄
著
一
二
一
一
一
頁
’
’
二
四
頁
引
用

「
法
人
の
本
体
が
法
の
擬
制
し
た
も
の
な
ら
ば
、
こ
れ
を
正
面
か
ら
観
察
す
れ
ば
、
結
局
、
個
人
あ
る
い
は
財
産
の
他
に
、
と
く

⑩
ケ
ー
ス
研
究
一
五
七
二
一
一
頁

②
那
覇
家
裁
広
報
五
月
号
肋
調
谷
誠
三
’
四
頁

③
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ｉ
）
我
妻
栄
著
一
一
三
頁
九
’
十
一
行
目
引
用

「
ザ
ヴ
ィ
ー
ー
ー
（
の
自
侭
目
】
）
を
代
表
者
と
す
る
。
権
利
義
務
の
主
体
は
、
自
然
人
た
る
個
人
に
限
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然

人
以
外
に
権
利
義
務
の
主
体
と
な
り
う
る
も
の
は
、
法
律
の
力
に
よ
っ
て
自
然
人
に
擬
せ
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律

の
擬
制
し
た
も
の
だ
と
説
く
。
」
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⑤
⑥
民
法
総
則
金
山
正
信
箸
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
房
六
八
’
六
九
頁
引
川

「
法
人
は
、
法
の
擬
制
し
た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
突
在
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
も
（
瓠
）
川
体
は
問
行
の
団
体
意
思
を

有
す
る
社
会
的
有
機
体
で
あ
る
と
な
し
、
こ
れ
に
法
上
の
人
格
を
認
め
た
の
が
法
人
で
あ
る
と
す
る
薄
え
万
（
有
機
体
説
）
（
ｂ
）

法
人
は
、
法
上
の
人
格
者
た
る
に
適
す
る
法
上
の
組
織
体
で
あ
る
と
い
う
も
の
（
組
織
体
説
）
（
ｃ
）
組
織
体
が
社
会
生
活
の
目

的
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
価
値
を
生
じ
、
社
会
的
価
価
を
有
す
る
か
ら
こ
そ
、
法
上
の
人
格
を
付
与

す
る
。
法
が
人
格
を
認
め
た
の
は
、
実
在
す
る
も
の
の
社
会
的
価
値
に
も
と
づ
く
と
い
う
弩
え
方
（
社
会
的
価
値
説
）
が
あ
る
。

、
民
法
総
則
金
山
正
信
著
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
房
六
九
頁

⑧
現
代
法
律
学
全
集
５
、
民
法
総
則
、
幾
代
通
著
九
二
１
九
一
一
一
頁
引
用

⑨
有
斐
閣
新
書
注
釈
民
法
⑩
総
則
・
物
権
、
水
本
浩
箸
三
五
頁
引
用

⑩
法
学
セ
ミ
ナ
ー
民
法
Ｉ
中
川
善
之
助
編
五
八
頁

⑪
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ｉ
）
我
妻
栄
著
三
一
八
頁

に
法
人
の
本
体
を
な
す
べ
き
も
の
は
無
い
こ
と
に
帰
満
す
る
は
ず
だ
と
い
う
根
本
の
立
場
に
血
つ
学
説
を
総
称
し
て
い
う
。
」
こ
の

学
説
は
三
つ
の
学
説
か
ら
な
る
。
Ｈ
無
体
財
雁
説
ま
た
は
側
的
財
廠
説
。
｜
定
の
、
的
に
捧
げ
ら
れ
た
無
主
体
の
財
廠
だ
と
す
る
。

プ
リ
ン
ッ
（
因
１
日
）
の
主
張
。
口
享
益
者
主
体
説
。
法
人
財
産
を
享
受
す
る
多
数
の
個
人
が
蛎
火
上
の
主
体
で
あ
っ
て
、
法
人

と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
単
に
形
式
的
な
権
利
の
帰
属
者
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
（
」
の
ご
亘
頭
）
の
主
張
。
臼
椅

理
者
主
体
説
。
現
実
に
法
人
財
産
の
槽
剛
に
当
る
肴
が
法
人
の
本
体
だ
と
す
る
。
ヘ
ョ
ル
ダ
ー
（
淳
一
」
の
『
）
、
ピ
ル
ダ
ー
（
四
二
‐

号
『
）
等
の
主
張
。
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⑫
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
、
民
法
Ｉ
総
則
・
物
権
法
中
川
善
之
助
編
五
八
頁
（
担
当
、
森
泉
章
）
引
用

⑬
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ｉ
）
我
妻
学
箸
一
二
八
頁
引
用

⑭
判
例
時
報
九
六
一
号
六
四
頁
引
用

㈹
判
例
時
報
九
六
一
号
六
四
頁
引
用

㈹
判
例
時
報
九
八
二
号
判
例
評
論
（
安
次
富
哲
雄
）
’
九
一
’
一
九
二
頁
参
照

⑰
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ｉ
）
我
妻
栄
著
一
一
二
頁
引
用

⑬
注
釈
民
法
、
川
島
武
宜
編
集
一
一
一
○
二
’
三
○
六
頁
参
照

⑬
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ｉ
）
我
妻
栄
著
二
二
頁
引
用

㈱
注
釈
民
法
、
川
島
武
宜
編
集
一
一
一
○
二
’
一
一
一
○
六
頁
引
用

⑪
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ｉ
）
我
妻
栄
著
二
一
○
頁
参
照

鋤
卿
幽
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
民
法
ｌ
総
則
・
物
権
法
中
川
善
之
助
編
五
九
頁
引
用

㈱
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ｉ
）
我
妻
栄
著
一
一
一
一
三
’
’
一
一
一
四
頁
参
照

㈱
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
一
三
号
八
八
頁
引
用

伽
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ｉ
）
我
妻
栄
著
一
三
四
頁
引
用

剛
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
民
法
Ｉ
総
則
・
物
権
法
中
川
善
之
助
編
五
九
頁
参
照

社
団
財
産
の
公
示
方
法
に
つ
き
以
下
の
見
解
の
相
違
が
あ
る
。
森
泉
先
生
は
、
登
記
実
務
で
は
否
定
し
、
社
団
代
表
者
が
そ
の
個

人
名
に
お
い
て
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
①
不
動
産
登
記
法
上
、
権
利
能
力
な
き
社
団
に
登
記
申
請
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ま
ず
最
初
に
Ｈ
の
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
沖
縄
に
お
け
る
祭
祀
承
継
者
決
定
方
法
に
つ
き
四
つ
の
禁
制
Ｉ
タ
ヂ
イ
マ
ジ
ク

ィ
・
チ
ャ
ッ
チ
ゥ
シ
ク
ミ
・
イ
ナ
グ
ガ
ン
ス
・
チ
ョ
ー
デ
ー
ヵ
サ
パ
イ
１
に
つ
い
て
列
挙
し
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
法
律
上
の
問
題
点
を
指
摘

す
る
の
み
で
終
っ
て
し
ま
い
、
門
中
制
度
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
・
民
俗
学
的
な
研
究
成
果
を
充
分
に
と
り
い
れ
な
い
ま
ま
報
告
せ
ざ
る
を

得
え
な
か
っ
た
点
、
さ
ら
に
、
沖
縄
に
お
け
る
門
中
の
承
継
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
点
反
省
し
て

い
る
。
口
の
承
継
方
法
に
お
け
る
法
的
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
前
述
し
た
四
つ
の
禁
制
か
ら
生
ず
る
法
律
上
の
問
題
点
に
つ

い
て
、
お
お
ざ
っ
ぱ
な
列
挙
と
検
討
し
か
出
来
な
か
っ
た
点
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
曰
の
門
中
の
性
質
論
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で

は
た
だ
漫
然
と
従
来
の
法
人
学
説
に
対
す
る
考
察
と
同
様
の
検
討
方
法
で
総
め
、
法
技
術
的
な
検
討
が
欠
如
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
も
、
今

五
、
ま
と
め

沖
縄
に
お
け
る
祭
祀
（
門
中
）
承
継
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
下
記
の
内
容
で
検
討
し
た
。
Ｈ
祭
祀
（
門
中
）
承
継
方
法
と
そ
の
問
題
点
、

口
祭
祀
（
門
中
）
承
継
方
法
の
法
律
上
の
問
題
点
、
曰
門
中
の
法
的
性
質
論
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
コ
メ
ン
ト

す
る
。

人
た
る
資
格
認
め
な
い
。
②
社
団
名
義
な
い
し
代
表
者
資
格
を
表
示
し
た
登
記
は
架
空
登
記
者
を
生
み
だ
す
お
そ
れ
あ
り
と
す
る
。

判
例
も
同
旨
。
学
説
で
は
②
の
学
説
有
力
。

㈱
㈱
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
民
法
Ｉ
総
則
・
物
権
法
中
川
善
之
助
編
五
八
’
五
九
頁
参
照

則
拙
稿
沖
縄
の
現
状
と
課
題
金
城
共
同
法
律
事
務
所
十
周
年
記
念
誌
二
二
頁
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両
者
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
沖
縄
に
お
け
る
祭
祀
（
門
中
）
承
継
の
中
心
は
常
に
男
子
で
あ
り
、
女
性
は
除
外
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
男
女
平

等
を
規
定
し
た
憲
法
お
よ
び
他
の
法
令
に
反
す
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
現
民
法
第
八
九
七
条
は
、
財
産
相
続
か
ら
切
り
雛
な
さ
れ
祭
祀

財
産
承
継
方
法
に
つ
い
て
法
律
が
特
別
に
認
め
た
規
定
で
あ
る
が
、
沖
縄
に
お
け
る
祭
祀
財
産
承
継
に
つ
い
て
、
こ
の
趣
旨
が
十
分
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
別
的
慣
行
を
含
ん
だ
沖
縄
に
お
け
る
祭
祀
承
継
の
方
法
に
つ
い
て
意
識
の
変
革
が
迫
ら
れ
よ

う
。
そ
の
意
味
で
は
、
琉
球
新
報
社
発
行
の
〃
ト
ー
ト
ー
メ
ー
者
〃
は
、
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
各
人
が
再
考

す
る
機
会
に
な
っ
た
。
去
年
、
家
裁
で
は
祭
祀
（
ト
ー
ト
ー
メ
ー
）
承
継
に
つ
い
て
、
女
性
が
ト
ー
ト
ー
メ
ー
承
継
が
で
き
な
い
と
す
る
慣

習
に
対
し
、
男
女
平
等
を
規
定
し
た
憲
法
お
よ
び
他
の
法
令
に
反
す
る
と
の
結
論
を
導
き
出
す
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
す
る
。

最
高
裁
は
察
氏
門
中
に
つ
い
て
、
権
利
能
力
な
き
社
団
で
あ
り
、
総
有
的
性
質
を
有
す
る
と
す
る
が
、
沖
縄
に
お
け
る
門
中
制
度
の
構
造
、

内
容
等
に
つ
い
て
総
合
的
な
研
究
が
す
す
ん
だ
段
階
で
、
果
た
し
て
判
例
と
同
様
の
結
論
に
な
り
う
る
か
確
信
で
き
な
い
。
現
在
の
段
階
で

言
え
る
こ
と
は
、
権
利
能
力
な
き
社
団
と
し
て
放
置
し
て
お
く
よ
り
も
門
中
構
成
員
の
了
解
の
下
に
法
人
登
記
を
行
い
、
門
中
財
産
の
確
保

が
は
か
ら
る
よ
う
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な

ら
、
沖
縄
は
復
帰
後
の
経
済
状
況
、
開
発
事
業
等
の
影
響
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
財
産
的
価
値
の
稀
少
で
あ
っ
た
土
地
（
農
地
・
墓
地
等
）

の
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
た
め
、
よ
り
一
層
門
中
財
産
問
題
に
つ
い
て
争
い
が
続
発
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
門
中
構
成
員
の
各
員
が

祭
祀
（
門
中
）
財
産
に
つ
い
て
慎
重
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
に
あ
る
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
簡
単
に
沖
縄
に
お
け
る
祭
祀
承
継
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
門
中
制
度
か
ら
派
生
す
る
民
法
上
の
問
題
を
指
摘
し
た
が
、
結
論
と
し

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
特
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
の
反
省
点
で
述
べ
た
よ
う
に
重
要
な
問
越
点
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
今
後
は

４８



て
は
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
反
す
る
側
面
が
大
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
な
お
、
本
稿
で
の
考
察
は
、
門
中
制
度
の
果
た
し

て
い
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
能
等
を
も
含
め
て
、
そ
の
一
切
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
敢
え
て
付
言
し
た
い
。
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